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台所のガスコンロ周辺は整理されていますか？
　調理中の炎が、キッチンペーパーやビニール製品など、付近の燃えやすいもの
に着火して火災になるケースが増えています。
　また調理中に、何か物を取ろうと腕を伸ばした時に、袖などの着衣に火が
燃え移る「着衣着火」は、やけどだけではなく、命を失うことにもつながる恐ろ
しい火災です。燃えにくい服装をするなどして十分に気をつけてください。

一年を通じて火災が特に発生しやすいのは、暖房器具などを使う機会が増える秋から春までです。
特に春先に火災が起こりやすいのは、気象条件が大きく関係しています。

尊い命と大切な財産を守るために、どのような対策を取るべきかを確認してみましょう。

「ガスコンロ」に起因した
火災に気をつけましょう！

東京消防庁火災予防標語

３月１日～
     ３月７日春の火災予防運動

目で確認 声出し確認 火の用心 作者　岩崎 公瑠美さん
　　 （清瀬市在学）

　春先は偏西風で大陸から乾いた
移動性高気圧と、低気圧が交互に
やってくる傾向があります。
　乾いた移動性高気圧の後に日本
海側を低気圧が進むことで強い南風
が吹きやすく、火災が発生しやすい
のです。　（気象庁ホームページより引用）

春先に火災が多い理由 

　乾燥は火災が発生しやすい条件
の1つですが、そこに強風が加わる
と、炎は燃え広がりやすくなります。
　日常的には乾燥注意報のチェック
も大事です。
　また風の強い日には、特に火気
の取扱いに気をつけましょう。

注意すべきポイント
　いざという時のために消火器
を備えておき、その使い方を知っ
ておきましょう。
　使用方法は、東京
消防庁アプリの動
画で確認できるの
でごらんください。

消火の備えをしておく
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東京消防庁ホームページや
東京消防庁公式アプリへは
こちらからアクセスできます。

住宅火災の出火原因で1番
多いのは、こんろによる
火災です。

住宅火災１０の心得 火災から尊い命を守る。
大切な財産を守る。

調理中は、こんろから離れない
ようにしましょう。

たばこの不始末による
火災で死者が多く発生
しています。

寝たばこは、絶対に
やめましょう。

ストーブに可燃物が接触
し、火災が多く発生して
います。

ストーブの周りに、物を
置かないようにしましょう。

放火予防のため家の周り
に燃えやすい物は放置
しないようにしましょう。

家の周りを
整理整頓しましょう。

火遊びによる火災は毎年
100件を超え、子供の死者が
発生しています。

　住宅用火災警報器は、電子部品の劣化や
電池切れなどにより、火災を感知しなくな
ることがあります。
　設置年月を確認し、設置から１０年を経過
したものは、機器本体の交換をしましょう。

ライターやマッチを子供の手の届く
場所に置かないようにしましょう。

　業務用消火器は概ね１０年、住宅用消火器は概ね５年です。
　法令に基づいて設置されている消火器で、2011年以前に製造された旧規格消
火器は、型式が失効しているため設置が認められませんので注意してください。
　廃棄の際は、販売店か消火器リサイクル推進センターに問い合わせてください。

消火器の
有効期限

湿気の多い場所にあるコンセント
に、ほこりがたまっていると、火災
発生の要因になる場合があります。

コンセントの掃除を
心掛けましょう。

住宅用火災警報器は、すべて
の居室・台所・階段に設置
しなければなりません。

住宅用火災警報器を設置し、
定期的に点検しましょう。

防炎品は、火が接しても
着火しにくく、燃え広がる
のを防ぎます。

寝具類やエプロン・カーテン
などは、防炎品にしましょう。

消火器などでの初期消火で
火災による被害が大幅に
軽減されます。

火災を発見したら、大声で
周囲に知らせ119番通報
しましょう。

消火器を備え、
使い方を覚えましょう。

ご近所一緒に
火の用心しましょう。

住宅用火災警報器は、
１０年を目安に
機器本体の交換を！

1 2 3

4 5 6

7 8

9 10

　救急車の出場件数は、年々増加しており、
令和４年中は３６秒に１回の割合で出場して
いました。
　このため救急車がひっ迫し、要請しても
なかなか救急車が来ないという事態になることがありました。
　軽症者の割合は約５３％でしたので、救急車を呼ぶか迷った時には＃７１１９
に問い合わせるなど、救急車の適正な利用をお願いします。

１位 たばこ
２位 放火（疑い含む）
３位 ガステーブル等

主な火災原因

2，206件
59人
38人
384人

火災件数
火災による死者
  うち65歳以上
火災による負傷者

令和５年上半期の火災状況救急出場増加中




